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枚
方
議
会
６
面

１
１
０
１
０
６

藤
❶
藤
❷
岡
❸
藤
❹
井
❺
岡
❻
岡

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

５
号
）
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
へ
の
対
応
に
加
え
、
原

油
価
格
高
騰
に
伴
う
各
経
費

や
枚
方
市
駅
前
行
政
サ
ー
ビ

ス
再
編
事
業
費
な
ど
に
つ
い

て
補
正
を
行
う
も
の
で
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４３
億
５
４

９
３
万
円
を
増
額
す
る
も
の

で
す
。

歳
入
の
主
な
補
正
内
容
は
、

地
方
交
付
税
３５
億
４
１
５
６

万
円
、
前
年
度
繰
越
金
７
億

３
７
２
８
万
円
の
増
額
な
ど

で
す
。

歳
出
の
主
な
増
額
補
正
内

容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
感
染
症
予
防
対
策
経
費

（
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
係

る
各
種
経
費
の
増
額
補
正
）

…
１０
億
１
１
８
８
万
円

▼
庁
舎
管
理
経
費
ほ
か
（
原

油
価
格
高
騰
に
伴
う
各
施
設

の
光
熱
水
費
の
増
額
分
）
…

４
億
７
２
１
９
万
円

▼
枚
方
市
駅
前
行
政
サ
ー
ビ

ス
再
編
事
業
費
（
③
街
区

（
＊
１
）の
床
取
得
に
つ
い
て
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
前
倒
し
し
、

平
準
化
す
る
た
め
の
増
額
補

正
）
…
７
億
７
０
９
３
万
円

▼
シ
ス
テ
ム
標
準
化
・
共
通

化
対
応
経
費
（
業
務
シ
ス
テ

ム
の
標
準
化
に
向
け
た
調
査

委
託
）
…
７
７
２
１
万
円

▼
防
犯
対
策
事
業
経
費
（
Ｌ

Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の
経
年
劣
化
に

伴
う
取
替
え
、
修
繕
補
助
の

追
加
に
係
る
委
託
料
）
…
１

２
８
６
万
円

▼
子
ど
も
の
見
守
り
推
進
事

業
経
費
（
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

（
＊
２
）
へ
の
家
事
支
援
や

庁
内
等
向
け
の
研
修
を
行
う

経
費
）
…
１
０
９
万
円

▼
臨
時
保
育
室
事
業
経
費（
５

年
度
か
ら
北
部
地
域
に
同
室

を
開
設
す
る
た
め
の
整
備
等

に
係
る
補
助
金
）
…
１
８
５

２
万
円

▼
留
守
家
庭
児
童
対
策
費

（
総
合
型
放
課
後
事
業
（
＊

３
）
の
保
育
の
引
継
ぎ
に
伴

う
委
託
、
児
童
の
入
退
室
管

理
等
シ
ス
テ
ム
の
経
費
）
…

３
０
０
０
万
円

▼
農
地
災
害
復
旧
事
業
費（
４

年
６
月
の
豪
雨
被
害
農
地
の

復
旧
に
係
る
補
助
金
）
…
８

０
２
万
円

▼
幼
稚
園
給
食
実
施
事
業
経

費
（
２
幼
稚
園
の
給
食
実
施

に
向
け
た
配
膳
室
整
備
の
実

施
設
計
等
）
…
２
９
０
万
円

※
１
万
円
未
満
四
捨
五
入

質
問
と
答
弁

質
問
と
答
弁

農
地
災
害
復
旧
事
業

自
然
災
害
へ
の

円
滑
な
対
応
を

質
問

今
回
計
上
し
て
い
る

農
地
災
害
復
旧
事
業
費
が
対

象
と
す
る
被
害
と
対
応
内
容
、

ま
た
、
同
事
業
の
補
助
対
象

基
準
に
つ
い
て
併
せ
て
聞
く
。

な
お
、
自
然
災
害
に
対
す

る
円
滑
な
対
応
を
要
望
す
る
。

答
弁

６
月
の
豪
雨
で
尊
延

寺
区
内
の
水
田
境
目
が
崩
壊

し
た
も
の
で
、復
旧
費
の
上
限

５０
％
を
支
援
す
る
。対
象
基
準

は
、自
然
災
害
で
の
農
地
被
害

で
、
降
雨
時
の
場
合
は
２４
時

間
雨
量
８０
㍉
㍍
ま
た
は
１
時

間
雨
量
２０
㍉
㍍
以
上
で
あ
る
。

農
地
災
害
復
旧
事
業

補
助
金
上
限
額
の
設
定
を

質
問

農
地
災
害
復
旧
事
業

は
、
要
綱
に
基
づ
き
補
助
金

を
交
付
し
て
い
る
と
い
う
が
、

補
助
額
の
規
定
を
聞
く
。

な
お
、
類
似
す
る
他
の
補

助
金
や
他
市
状
況
等
を
参
考

に
し
、
本
補
助
制
度
に
上
限

額
を
設
定
す
る
よ
う
検
討
を

要
望
す
る
。

答
弁

農
地
等
の
復
旧
に
係

る
事
業
は
事
業
費
の
１
０
０

分
の
５０
以
内
、
水
路
、
農
道

な
ど
の
農
業
用
施
設
の
復
旧

は
事
業
費
の
１
０
０
分
の
６５

以
内
と
し
て
い
る
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の
取
替
え
等

予
算
を
超
え
る
際
の
対
応
は

質
問

市
内
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯

灯
を
経
年
劣
化
等
に
伴
い
取

り
替
え
、修
繕
す
る
際
の
費
用

を
地
域
へ
補
助
す
る
と
い
う

が
、校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
単

位
で
配
分
さ
れ
る
年
度
の
予

算
を
超
え
る
数
の
故
障
が
発

生
し
た
場
合
の
対
応
を
聞
く
。

答
弁

年
度
の
予
算
を
超
え

る
数
の
防
犯
灯
が
故
障
し
、自

治
会
等
で
取
替
え
な
ど
を
行

っ
た
場
合
は
、
次
年
度
で
の

費
用
補
助
対
象
と
す
る
な
ど
、

地
域
の
負
担
と
な
ら
な
い
よ

う
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支
援

期
待
す
る
効
果
は

質
問

子
ど
も
の
見
守
り
推

進
事
業
の
範
囲
拡
大
で
、
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
（
＊
２
）
へ

の
支
援
が
一
定
実
現
す
る
が
、

期
待
す
る
効
果
と
、
必
要
な

支
援
の
検
討
方
法
を
聞
く
。

答
弁

家
事
支
援
を
必
要
と

す
る
全
て
の
子
ど
も
が
利
用

で
き
る
こ
と
で
、
子
ど
も
が

過
度
に
担
う
家
事
負
担
を
軽

減
し
、
子
ど
も
が
子
ど
も
ら

し
い
時
間
を
取
り
戻
す
こ
と

に
つ
な
げ
た
い
。
必
要
な
支

援
は
、
重
層
的
支
援
会
議
で

多
面
的
に
検
討
し
て
い
く
。

業
務
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化

市
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
実
施

妨
げ
ら
れ
な
い
よ
う
留
意
を

質
問

国
主
導
で
住
民
記
録

や
税
な
ど
の
自
治
体
業
務
シ

ス
テ
ム
を
標
準
化
す
る
と
い

う
。
標
準
仕
様
が
定
め
ら
れ

る
前
に
、
国
に
対
し
意
見
を

述
べ
る
機
会
は
あ
っ
た
の
か
。

な
お
、
シ
ス
テ
ム
標
準
化

に
よ
り
、
市
独
自
の
住
民
サ

ー
ビ
ス
実
施
が
妨
げ
ら
れ
る

こ
と
が
な
い
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

標
準
仕
様
書
に
つ
い

て
意
見
照
会
さ
れ
た
際
、
本

市
で
必
要
な
機
能
が
不
足
し

て
い
た
た
め
、標
準
化
の
対
象

と
す
る
よ
う
国
へ
要
望
し
た
。

新
た
な
臨
時
保
育
室
の
開
設

既
存
保
育
園
の
改
修
は

今
後
無
駄
に
な
ら
な
い
か

質
問

既
存
保
育
園
の
遊
戯

室
を
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
分

割
し
、
臨
時
保
育
室
に
す
る

と
い
う
が
、
同
室
が
役
割
を

終
え
た
後
、
こ
の
改
修
が
無

駄
に
な
ら
な
い
か
。

な
お
、
臨
時
保
育
室
の
な

い
東
部
エ
リ
ア
へ
の
対
策
も

含
め
、通
年
の
待
機
児
童
解
消

に
向
け
た
取
組
を
要
望
す
る
。

答
弁

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
は

取
外
し
可
能
で
通
常
保
育
で

も
多
目
的
に
活
用
で
き
、
ト

イ
レ
の
設
置
等
に
よ
り
保
育

環
境
が
向
上
す
る
と
考
え
る
。

放
課
後
オ
ー
プ
ン
ス
ク
エ
ア

学
校
園
施
設
開
放
事
業
と

施
設
利
用
に
つ
い
て
調
整
を

質
問

放
課
後
オ
ー
プ
ン
ス

ク
エ
ア（
＊
４
）の
実
施
に
当

た
り
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
推

進
等
の
た
め
行
っ
て
い
る
学

校
園
施
設
開
放
事
業
の
利
用

は
制
限
さ
れ
な
い
の
か
。

な
お
、同
開
放
事
業
で
も
子

ど
も
た
ち
の
学
び
の
場
が
提

供
さ
れ
て
い
る
た
め
、し
っ
か

り
調
整
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

子
ど
も
た
ち
の
居
場

所
を
つ
く
る
た
め
に
、
同
開

放
事
業
の
利
用
者
に
時
間
や

場
所
の
一
部
使
用
等
の
協
力

を
お
願
い
し
て
い
く
。

総
合
型
放
課
後
事
業

児
童
の
入
退
室
管
理

シ
ス
テ
ム
導
入
の
効
果
は

質
問

総
合
型
放
課
後
事
業

（
＊
３
）で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
児
童
の
入
退
室
管
理
シ
ス

テ
ム
導
入
経
費
を
計
上
し
て

い
る
が
、導
入
効
果
を
聞
く
。

答
弁

入
退
室
時
間
の
リ
ア

ル
タ
イ
ム
配
信
に
よ
り
、
児

童
の
安
全
管
理
と
保
護
者
の

安
心
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、

欠
席
連
絡
等
が
ス
マ
ホ
等
で

入
力
で
き
る
た
め
、
保
護
者

の
負
担
軽
減
が
図
れ
る
ほ
か
、

書
類
削
減
等
で
職
員
が
保
育

に
専
念
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

幼
稚
園
給
食
の
実
施

人
員
体
制
等
の
強
化
を

質
問

５
年
１０
月
か
ら
香
里
、

樟
葉
の
２
園
で
実
施
す
る
幼

稚
園
給
食
の
経
費
を
計
上
し

て
い
る
が
、
配
膳
室
の
ス
ペ

ー
ス
や
調
理
場
所
を
聞
く
。

な
お
、
給
食
の
運
搬
で
小

学
校
敷
地
内
を
通
る
際
は
児

童
の
安
全
確
保
を
図
り
、
実

施
に
当
た
っ
て
は
人
員
体
制

の
強
化
等
を
要
望
す
る
。

答
弁

配
膳
室
は
、
両
園
と

も
職
員
室
等
の
一
部
を
活
用

し
、
近
隣
の
公
立
保
育
所
等

で
調
理
し
た
給
食
を
運
搬
す

る
予
定
で
あ
る
。

市
施
設
の

光
熱
水
費
増
加
へ
の
対
応

複
数
年
の
視
点
で
検
討
を

質
問

原
油
価
格
の
高
騰
に

よ
り
、
光
熱
水
費
の
予
算
を

約
５
億
円
増
額
す
る
と
い
う

が
、
今
後
の
対
応
を
聞
く
。

な
お
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具

へ
の
取
替
え
や
空
調
設
備
の

更
新
等
、
複
数
年
の
視
点
で

の
検
討
を
要
望
す
る
。

答
弁

５
月
よ
り
全
庁
を
挙

げ
実
施
し
て
い
る
毎
週
水
曜

日
の
原
則
１９
時
完
全
消
灯
に

引
き
続
き
取
り
組
み
、
効
果

的
な
業
務
改
善
案
や
設
備
改

修
案
を
調
査
し
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
使
用
量
の
削
減
に
努
め
る
。

質
問

総
合
型
放
課
後
事
業

（
＊
３
）２２
校
分
の
民
間
委
託

料
を
計
上
し
て
い
る
が
、問
題

が
生
じ
た
際
の
対
応
を
聞
く
。

答
弁

事
業
者
に
指
導
、
改

善
を
指
示
す
る
と
と
も
に
、

仕
様
に
契
約
解
除
等
を
盛
り

込
む
こ
と
な
ど
を
検
討
す
る
。

質
問

市
駅
前
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
③
街
区（
＊
１
）へ
配
置

す
る
経
費
は
、
庁
舎
位
置
が

④
街
区
な
ら
不
要
で
な
い
か
。

答
弁

比
較
検
討
の
結
果
、

新
庁
舎
位
置
は
優
位
性
の
高

い
⑤
街
区
と
判
断
し
、
計
画

等
に
位
置
づ
け
て
い
る
。

４
特
別
・
３
企
業
会
計
の

う
ち
、
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

は
、
財
産
調
査
の
電
子
化
に

係
る
経
費
等
２
９
８
万
円
な

ど
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１

億
９
４
０
５
万
円
を
増
額
す

る
も
の
で
す
。

※
１
万
円
未
満
四
捨
五
入

質
問

国
民
健
康
保
険
料
滞

納
者
の
財
産
調
査
の
期
間
短

縮
の
た
め
預
貯
金
照
会
サ
ー

ビ
ス
の
経
費
を
計
上
し
て
い

る
が
、そ
の
必
要
性
を
聞
く
。

答
弁

負
担
の
公
平
性
確
保

と
、納
付
困
難
者
に
徴
収
緩
和

を
講
じ
る
判
断
の
た
め
必
要

で
あ
り
、効
果
的
と
考
え
る
。

下記の「タテ・ヨコのカギ」を参考にマスを埋め、
Ａ～Ｆを並べて出てくる言葉は何でしょうか？
※１マスにつきカナ１文字が入ります。小さい「ッ」
などは大きい「ツ」などと同じ文字として扱います。
応募方法
市議会ホームページに掲載の応募フォー
ム（右コード）または、はがき、電子メ
ール、ファクスに、住所、氏名、年齢、
電話番号、クイズの答え、議会報の感想を書いて市議
会事務局（〒５７３－８６６６住所不要）へ。１１月２５日必着。
１人１通。抽せんで１０人にクオカード（５００円分）を
プレゼント！当選者の発表は賞品の発送をもって代え
させていただきます。

�議会の会議を開くために必要な最小限の人数の
こと。

�今回の９月定例月議会で特別多数議決を要した
議案は「市役所の〇〇に関する条例の一部改正
について」。

�南米ペルーの首都。
�「東雲」と書いて「〇〇のめ」と読みます。
�牛スジ肉とコンニャクを甘辛く煮込んだもの。
お好み焼きに入れても美味しい。

�江戸時代後期に書かれた「日本最大級の偽文書」
もん じょ

とも言われる「〇〇〇文書」。
さ ふ

�右大臣の別称。「〇〇」⇔左府（の対義語）。
	「〇〇〇〇〇」⇔即効性（の対義語）。

しら じょう


国宝の姫路城は、別名「白〇〇城」と呼ばれて
います。

�思慮のあること。「〇〇〇」⇔無心（の対義語）。
�地方自治体の予算措置の中で、将来にわたる支
払義務に対応するため、次年度以降での予算を
確保することがあり、「〇〇〇〇〇〇行為」と
いいます。

会議の決定内容に対し、不服があるときは、手
を挙げて「〇〇あり」と声を上げます。

�枚方市議会では、市長の所信表明と市政運営方
針に対しては、通常の一般質問ではなく各会派
の「〇〇〇〇〇質問」を行っています。

�地方議会議員に対する懲罰には、戒告、陳謝、
出席〇〇〇、除名の４つがあります。

はく たん

�別名を「白炭」という、和歌山県発祥の「〇〇
ちょう たん

長炭」。

�枚方市議会の「議員の〇〇〇〇」は、条例で３２
人と定められています。

�一度議決された議案は、同一議会期間中に再び
議決はできません。これを「〇〇〇〇〇〇〇の
原則」といいます。

�ボクシングで、相手の体に組み着いて攻撃を防
ぐこと。

�神戸市にある「市立〇〇海浜水族園」。
�相撲の取り組みで、審判委員などが行司の勝負
判定に異議を申し入れること。

し き

�「史記」を著した中国前漢時代の歴史家。
�議員に支給される政務活動費のうち、「交通〇
〇〇〇〇」は、日常的に行う政務活動に係る交
通費及び通信費のこと。

�皇位、帝位の第１継承者のこと。
�地方自治体の歳出のうち、人件費、法定扶助費、
公債費など任意に削減できない経費を「〇〇的
経費」といいます。

�平成３１年（２０１９年）に市民の代表として選挙で
選ばれた枚方市議会議員の任期は４年で、今年
度は任期〇〇〇の年度。

�関ヶ原の合戦以前から徳川家の家臣であった大
名を「〇〇〇大名」といいます。

�本市議会で議会の円滑な運営のために設けられ
ているのが「議会運営委員会」ですが、通常は
１文字目と３文字目を略して「〇〇〇」と呼ん
でいます。

�予見し難い予算外の支出や予算超過に備えて確
保しておく予算を「〇〇費」といいます。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

６
号
）
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
要
す
る

経
費
な
ど
の
増
額
補
正
や
枚

方
市
駅
周
辺
再
整
備
事
業
に

係
る
債
務
負
担
行
為
の
設
定

を
行
う
も
の
で
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
５
億
４
３
０
８
万

円
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

債
務
負
担
行
為
の
補
正
に

つ
い
て
は
、
枚
方
市
駅
周
辺

再
整
備
調
査
設
計
等
事
業
と

し
て
環
境
影
響
評
価
委
託
に

係
る
も
の
で
、
④
・
⑤
街
区

（
＊
１
）
の
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
た
準
備
行
為
と
し
て
必

要
と
な
る
調
査
経
費
を
計
上

す
る
も
の
で
す
。

※
１
万
円
未
満
四
捨
五
入
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質
問
と
答
弁

質
問
と
答
弁

否
決
議
案
に
関
わ
る
予
算

計
上
す
る
理
由
は

質
問

枚
方
市
駅
周
辺
再
整

備
調
査
設
計
等
事
業
の
環
境

影
響
評
価
に
関
す
る
経
費
を

計
上
し
て
い
る
が
、
今
回
否

決
さ
れ
た
市
役
所
の
位
置
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
案

と
密
接
に
関
わ
る
こ
の
予
算

案
を
提
出
す
る
理
由
を
聞
く
。

答
弁

今
般
、
市
民
意
見
聴

取
や
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
＊

５
）調
査
等
を
踏
ま
え
、④
・

⑤
街
区
（
＊
１
）
の
市
有
地

を
有
効
活
用
し
た
ま
ち
づ
く

り
の
考
え
方
の
整
理
等
が
で

き
た
こ
と
か
ら
、計
上
し
た
。

＊
１

街
区
…
市
駅
周
辺
再

整
備
で
は
、
枚
方
市
駅
周
辺

を
①
街
区
か
ら
⑤
街
区
ま
で

の
５
つ
の
エ
リ
ア
に
定
め
、

再
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
。

各
街
区
の
位
置
に
つ
い
て

は
左
図
の
と
お
り
。

＊
２

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
…

病
気
や
障
害
、
高
齢
、
精
神

的
な
問
題
な
ど
を
抱
え
た
家

族
に
対
し
、
大
人
が
行
う
よ

う
な
ケ
ア
を
日
常
的
に
担
う

１８
歳
未
満
の
子
ど
も
の
こ
と
。

ケ
ア
内
容
に
は
、
食
事
、

入
浴
、
排
せ
つ
の
介
助
、
き

ょ
う
だ
い
の
世
話
、
料
理
、

洗
濯
、
掃
除
等
の
家
事
、
病

院
の
付
添
い
や
服
薬
管
理
な

ど
が
含
ま
れ
て
お
り
、
年
齢

や
成
長
の
度
合
い
に
見
合
わ

な
い
責
任
を
引
き
受
け
る
た

め
、
学
校
生
活
等
に
影
響
が

出
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
。

＊
３

総
合
型
放
課
後
事
業

（
放
課
後
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
）

…
既
存
事
業
で
あ
る
留
守
家

庭
児
童
会
室
、
ひ
ら
か
た
子

ど
も
い
き
い
き
広
場
、
放
課

後
自
習
教
室
と
、
新
た
に
取

り
組
む
放
課
後
子
ど
も
教
室

の
４
事
業
を
総
合
的
に
運
営

す
る
事
業
の
こ
と
。

＊
４

放
課
後
オ
ー
プ
ン
ス

ク
エ
ア
（
放
課
後
子
ど
も
教

室
）
…
総
合
型
放
課
後
事
業

（
＊
３
）の
う
ち
、
新
た
に
放

課
後
に
児
童
が
安
心
し
て
自

由
に
遊
べ
る
場
と
し
て
学
校

の
一
部
を
開
放
す
る
事
業
の

こ
と
。

＊
５

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
…

行
政
が
事
業
検
討
の
段
階
で

民
間
事
業
者
か
ら
の
意
見
、

提
案
等
を
把
握
す
る
こ
と
。

木
々
の
葉
が
様
々
な
色
に

染
ま
り
、
日
に
日
に
秋
の
深

ま
り
を
感
じ
る
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

今
号
で
は
、市
役
所
の
位
置

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
の
議
会
で
の
議
論

を
は
じ
め
、
子
ど
も
た
ち
に

も
読
ん
で
も
ら
え
た
ら
と
い

う
思
い
で
、
議
会
報
が
出
来

上
が
る
ま
で
を
紹
介
す
る
コ

ー
ナ
ー
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
た
ん

ま
た
、今
回
の「
ぎ
か
い
探

き
ゅ
うＱ
」
は
、
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ

ズ
ル
で
す
。
議
会
に
つ
い
て

の
知
識
が
深
ま
る
設
問
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
挑
戦
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

枚
方
市
議
会
報
は
、
各
会

派
か
ら
選
出
し
た
委
員
で
構

成
す
る
議
会
報
編
集
委
員
会

で
協
議・決
定
し
た
編
集
基
準

に
基
づ
き
編
集
し
て
い
ま
す
。

御
意
見
、
御
感
想
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
市
議
会
事
務
局

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
報
編
集
委
員
会

委
員
長
…

木
村

亮
太

副
委
員
長
…

大
地

正
広

委

員
…

松
岡
ち
ひ
ろ

加
藤

治
、
奥
野

美
佳

小
池

晶
子
、
田
中

優
子

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

枚
方
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人

物
を
紹
介
し
ま
す
。

し
ん
ゆ
は
ん

申
維
翰
は
、
１
６
８
１

年
に
朝
鮮
で
生
ま
れ
ま
し
か
き
ょ

た
。
１
７
１
３
年
に
科
挙

（
官
僚
の
登
用
試
験
）
に

合
格
、
１
７
１
９
年
（
享

保
４
年
）
に
は
第
９
回
朝

鮮
通
信
使
一
行
の
製
述
官

（
書
記
官
）
に
選
ば
れ
、

来
日
し
ま
し
た
。
彼
の
文

才
は
朝
鮮
の
朝
廷
内
で
類

ま
れ
な
も
の
と
評
さ
れ
て

お
り
、
来
日
の
際
に
は
、

行
く
先
々
で
日
本
の
文
人

に
詩
文
の
交
換
を
求
め
ら

れ
ま
し
た
。
１
７
４
８
年

（
寛
延
元
年
）
第
１０
回
朝

鮮
通
信
使
訪
日
の
際
に
は
、

彼
の
消
息
を
問
う
日
本
人

も
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。

申
維
翰
は
、
来
日
の
際

の
道
中
日
記
と
日
本
事
情かい

観
察
記
を
ま
と
め
た
『
海

ゆ
う
ろ
く

游
録
』
を
著
し
、
江
戸
ま

で
の
道
中
や
日
本
の
風
俗
、

習
慣
に
つ
い
て
触
れ
る
中
、

枚
方
に
つ
い
て
も
記
し
て

い
ま
す
。

は
く

『
海
游
録
』
に
は
、「
薄

ぼ暮
の
頃
、
平
方
（
枚
方
）

か
ん
か

の
館
下
に
い
た
り
、
船
を

停
め
て
食
事
を
し
た
。
」

じ
ゅ
く
き
ょ
う

と
あ
り
、
「
熟
供
（
手
の

行
き
届
い
た
ご
ち
そ
う
）

を
用
意
し
て
い
た
だ
い
た
。

し
し
ん

三
使
臣
（
朝
鮮
の
使
者
）

は
船
か
ら
お
り
ず
、
余
も

ま
た
船
中
に
宿
す
。
夜
に

せ
い
げ
つ

な
っ
て
、
霽
月
（
雨
上
が

り
の
月
）
は
浦
に
満
ち
、

さ
お棹
さ
し
て
出
発
し
た
。
」

と
書
い
て
あ
る
こ
と
か
ら
、

枚
方
に
夜
半
ま
で
と
ど
ま

り
、
船
上
で
食
事
を
し
た

様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

朝
鮮
通
信
使
は
将
軍
の

代
替
わ
り
な
ど
に
来
日
し
、

江
戸
に
向
か
う
際
に
は
、

ご

ざ
ぶ
ね

多
数
の
御
座
船
で
淀
川
を

遡
り
ま
し
た
。
川
の
流
れ

に
逆
ら
っ
て
船
を
進
め
る

た
め
、
沿
道
か
ら
綱
で
船

つ
な
ひ
き
に
ん
そ
く

を
引
っ
張
る
綱
引
人
足
が

動
員
さ
れ
ま
す
。
枚
方
宿

周
辺
の
村
の
人
た
ち
も
、

申
維
翰
の
乗
っ
た
船
を
引

っ
張
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。淀川の河岸
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